
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 きよたまちづくり区民会議（23年度第2回）を開催  

  第２号 

（平成23年12月 発行） 

 発行元 きよたまちづくり区民会議 （事務局：清田区市民部地域振興課）  

〒004-8612札幌市清田区平岡1条1丁目 

電話011-889-2400 

 防災アンケートを実施       

23年８月から９月にかけ、区

民会議では、皆さんの家庭やお住

まいの地域に対して災害への備

えをどのように働きかけていく

か検討するため、清田区にお住ま

いの皆さんの意識調査として「防

災アンケート」を実施しました。 

町内会をはじめ皆さんのご協

力のおかげで、回収率65％と、

たくさんの回答をいただくこと

ができました。⇒結果は2ページへ 

清田区民フォーラム2011 を開催   

清田区民フォーラムは、清田区と共催で、清田区が誕生した

11 月 4 日に開催。今年は「防災」をテーマとして、まず、先

に実施した「防災アンケート」の結果について林 進一幹事長か

ら説明。続いて、阪神・淡路大震災の語り部として、その経験

や教訓を全国に発信する「城戸 秀則氏」を神戸からお招きし、

震災体験をとおしたコミュニティの役割や避難所での体験など

について、住民目線でお話しをいただきました。 

（⇒講演の内容は４ページ） 

きよたまちづくり区民会議では、平成２３年度は「防災」をテーマに検討を進めています。 

９月 29 日、今年

度第２回の区民会議

を開催しました。 

会議では、防災ア

ンケートの実施状況

について報告された

ほか、１１月４日開

催の「清田区民フォ

ーラム」の内容など

について話し合われ

ました。 

▼ 区民会議の様子 

▽城戸 秀則氏の講演 

▽林 進一 区民会議幹事長の発表 

▽青木 一夫 区民会議議長の挨拶 

講師プロフィール  城戸
き ど

 秀則
ひでのり

 氏 （神戸市在住 ５７歳） 

・阪神・淡路大震災後、地域防災のスクラム作りに取り組んでおられる一方で、

震災の語り部として、全国各地で講演活動を行っています。 

・主な経歴：兵庫県復興フォローアップ委員会委員、兵庫県教育委員会地域教

育推進委員、神戸市まちづくり委員、大日通周辺地区まちづくりを考える会

会長（※大日通周辺地区街づくりを考える会では、災害時に住民が力を合わ

せるには日頃の人と人とのつながりこそ重要であるという教訓のもと、地域

全体の参加による独自の防災活動を展開しています。）、ほか。 
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防災アンケートの結果と今後の活動 
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40%

50%

60%

70%

80% １．家具の転倒

２．家屋の損壊・火災の発生 
３．家族の安否確認 
４．自分や家族が自力で避難できないこと 
５．食料や飲料水の不足 
６．避難場所や避難経路を十分理解していないこと 
７．避難所生活

８．今後の生活の見通し 
９．医療や救護体制 
10．不安はない

11．その他

1 日
8%

2日
22%

3 日
40% 

～ 日4 6
10%

1週間
12%

か月以上2%日1週間～30 
未満
6%

1

きよたまちづくり区民会議 防災アンケート結果 （一般世帯用・抜粋） 
問１ 災害が発生した場合、特に不安に思う 

問２ あなたの家庭では、災害に備えてどのような対策をしていますか。 

ことはどれですか（複数選択可） 

清田区の防災意識の実態は ・・・ 災害に備えて対策をしている家庭は概ね 3割 

今回の調査で、清田区の皆さんの防災意識の実態について、概ね把握することができたと思い

ます。震災後ということもあり、アンケートの回収率も大変高かったことから、防災に関する高い関

心をうかがうことができました。しかし、一方で、各家庭での災害に対する日頃の備えは決して十分

ではないということがわかりました。そして、町内会の防災訓練に参加している人が非常に少ない

という現実もあります。 

はい  
28% 

 

無回答, 
4% 

いいえ
68%

はい  
33% 

いいえ, 
65%

無回答 , 
2%

はい  
35% 

いいえ 
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90% （１）食料品

（２）飲料水 
（３）救急セット 
（4）貴重品 
（5）健康保険証 
（6 ） ラジオ 
（７）懐中電灯 
（８）衣類（タオル・下着・軍手等）

（9）防寒具（カイロ・毛布等） 
（10）常備薬

（11）その他

２．非常用食品・飲料水を日頃か １．家具の転倒・落下防止措置を 
していますか。 

４．非常持出品をすぐに持ち出せ ５．どんな内容を準備していますか（複数選択可）。 
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ら準備していますか。 
３．それは何日分くらい準備して    
いますか。     

るよう準備していますか。 

救助が来ると

いわれるまで

の 3日間を、 

自力で生き抜

くための分量

が適当とされ

ています。 

何を持出品にする

か、家庭環境に合

わせて検討するこ

とが必要です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６．避難場所や避難経路を知っていますか。 ７．災害が発生した時の連絡方法や集合場所な 

問４ あなたの家庭では、地域で行われる避難訓練等の防災活動に参加していますか。 
４-２ また、参加していない理由を教えてください（複数選択可）。 

はい 
52% 

いいえ
46%

無回答
2%

はい 
35% 

いいえ
60%

無回答
5% 

などについて、家族で話合いをしていますか。 

問３ 今後の災害対策として詳しく知りたいことは何ですか（複数選択可）。 
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60% １．家具の転倒防止方法

２．非常用食品・飲料水の準備内容 

３．具体的な非常持出品項目 

４．最寄りの避難場所や避難経路 

５．家族や親せきであらかじめ確認しておくべき約束事

６．地域の防災関連行事の予定

７．特にない

８．その他

している 
12% 

していない 
85% 

無回答
3% 58%

3%

49% 

2% 2% 1%
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40% 

50% 
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70% 
１．いつどこで行われるかわからない 

２．役立つと思わない 

３．家事や仕事で忙しく参加できない 

４．地域行事に参加したくない 

５．個人それぞれが行うべきことで地域 
の防災活動は必要ないと思う 

６．関心がない 
７．その他

今後の活動について 

 町内会へアンケートの集計結果をお知らせします   

今回の調査結果について、集計データを地区別、単位町内会別に整理して各まちづくりセンターへ配

布します。集計データを今後の町内会の取組に役立ててもらえればと考えています。 

 各家庭へ配布するパンフレットを発行します   

今回の調査結果を受け、今年度末をめどにパンフレットを作成し、各家庭に配布します。 

内容は、防災に関する基本的な心構えや、今回のアンケート結果をはじめ、アンケートの中で詳しく知

りたいとされたこと、地域での取組事例など、清田区独自の内容も盛り込みたいと考えています。 
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自分の避難場所は、特定の避難所に決められていません 

どのような災害が発生し、自分がどこにいるかによっ

て、避難する場所は当然変わりますので、日頃から避難

場所を知っておくことが大事です。また、家族がバラバ

ラの時に災害が発生した場合に、最終的にどこの避難

場所で落ち合うかを決めておくのも非常に大切です。 

区民会議では、今年度、地域の防災意識の向上に向けて、次のように啓発を図っていきます。 

参加していない理由は 



「阪神・淡路大震災の体験

をとおして」 (抜粋・要旨) 

（平成２３年 11月 4日、 

会場 清田区民センター） 

 

平成７年１月１７日午前５

時４６分に震度７、マグニチ

ュード 7.6 の大きな地震に

遭いました。たった２分で亡

くなった方は 6,434 人。最

初の４８時間は近所の力で

生き延びました。７２時間経

つと、自衛隊や近隣の都

市からの応援も来ましたが、

潰れた建物の「この場所に

あのおじいさんは寝ている

からそこを掘ってください。」

まちを知り尽くした自治会、

婦人会、老人会そういう皆

の力のおかげで、助かる命

がいっぱいありました。 

避難所生活、１日目は生

き残った事を素直に良かっ

たと皆で話し合いました。

亡くなった人も避難所に

運ばれてきます。毛布だけ

掛けた状態で安置し、同じ

屋根の下で過ごしました。

３日目になり自衛隊が来ら

れて、遺体は別な場所に集

めてくださり、落着きは出

ました。最初は皆で譲り合

い柔らかい関係もありまし

たが、１週間も経つと、だん

だん不満が募ってきます。

家や職場の片づけなどを

して、ヘトヘトになって避難

所に帰ってきても、布団と

布団が引っ付く程の狭さ

で、なかなか寝られない。

ペット連れの方も少なから

ずいました。余震が続くと、

普段と違ってペットも糞尿、

粗相をします。疲れて帰っ

てきた自分の布団にペット

の糞尿がかかっていたため

「犬や猫は外に出してしま

え」という話にもなりまし

た。今思えば、どこか部屋

の一部をペットだけの為の

部屋にすれば良かったの

ですが、疲れと、余震と、先

が見えない事で、そんな簡

単な事さえもあの非常時

には浮びませんでした。 

あの非常時の中で、「何

か手伝うことはありません

か」と言ってくれた小学校

高学年から中学生位の人

の力はものすごく助かりま

した。ひと月位経つと家に

帰る人もいましたが、全国

から届いた様々な支援が

帰宅した人まで届かない

こともでてきて「避難所に

いる方が得だ」みたいな話

も出たりしました。そこで、

小中学生の力を借りて、家

に帰った人々を訪問し「足

りない物を言ってください。」

「なんとか届ける手配をし

ます。」という配慮を始めま

した。その時、一緒に行って

くれたのも、自治会、婦人

会の人です。日が経つにつ

れ、エゴが出てギズギスし

てくる中、日頃から顔が見

えている人が間に入り、柔

らかい解決ができたのです。

まさに、まちは自分達で守

っていくという実践事例に

なったと思います。 

神戸では６千人以上の

人が亡くなった経験を踏ま

え、既存の自治会など日

頃の活動の先輩達と新し

く僕ら位の世代の者で、地

震の時に助けてもらった者

が一緒に何かやっていこう

と、まちづくりの中に防災

を入れるようになりました。

例えば小学校の先生や

PTAの方々には、まちの宝

物である子供を皆で守って

いきましょうと提案をさせ

ていただきました。１つは、小

学校の持つ悩みや危機感

に十分配慮し、避難訓練を

子供達目線でやりましょう

と。例えば先生方に車椅子

に乗ってもらい、坂道を押

して上がることや、18ℓ入り

のポリタンクに水を入れて

運ぶこと、子供さんを背負

って坂道を歩くことがどれ

ほど辛い事か。少しずつ小

学校の皆様の理解をいた

だき、運動会の中に避難訓

練に近い競技を入れてい

ただく。小学校６年間防災

の気持ちを持ち、中学校で

も持ち続けてくれることを

思い活動を続けています。 

まちづくりは行政などに

お願いをするのではなく、

そこに住んでいる人が先

頭に立って自分達でまちを

作る。震災を体験し、そうい

う気持ちで進んでいます。

大きなまち札幌では、マン

ションに住んでいる人の顔

がなかなか見えない、若い

方が訓練などで我々の思

いになかなか寄ってきてく

れないかも知れませんが、

ちょっと応援、まちづくりみ

んなでやりましょうという

発信をして、少しずつ仲間

を増やしていき、顔が分か

る、話をしたことがある、挨

拶をしたことがある、夏祭

りで一緒になったことがあ

る、そういう関係を積み上

げていければと思います。 

災害が起こった時のた

めに、区民会議の皆様が

行ったアンケートや、その結

果を冊子にして配布すると

いう地道な活動が、必ずい

ざという時に役に立ちます。

すぐ成果が表れない事を、

まちづくりや防災活動に

興味のない人にとっては

「何してるんだろう」と思わ

れるかも知れません。震災

から17年経ち、同じ思いを

持った神戸はその動きが

わりとうまくできています

が、清田の皆様はまだ恐ろ

しい出来事を共有している

わけではないです。その最

中での活動は日々大変と

は思いますが、くじけず積

み上げていけば、必ず災害

の中で生きた事ができると

思います。 

  清田区民フォーラム 城戸 秀則氏  講演内容   
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